
第33回プログラミング0シ ンポジウムの開催に際して

早 くも一年が週って新春 8日 ～ 10日 には第33回 のシンポジウムを迎える運びと

なった。1960年 の第 1回 の頃からの変遷を考えると,ハ ー ドウェアの指数的発展と共

に計算機の科学的利用 ,応用システム的活用も大きく伸びて来た。ソフ トウェアの面

でも開発環境の人間向き進展,高水準言語や対象指向言語による人間能力の堀出し

などが着目される。

更に通信技術とその活用意欲の発展から,グループウェアとい うような開発の仕

組が現実化されて来て,その効果が期待される。

このような進歩の動向は当然このシンポジウムにも反映されて,回 を追 う毎に発

表内容や討論は時代の要求を先取 りした感覚のものが出て来ているが ,先取 りをも

う一歩進めて,「 メタソフ トウェア」ともいうべき方向を考えたい。

それは

(A)ソ フ トウェアによるソフ トウェアの再生産

(B)頭脳による頭脳の再生産 (教育)と それを支援するソフ トウェア

というような方策である,こ の方向でのより進んだ議論は諸賢に委ねるとして,こ の

シンポジウムの雰囲気としてもそういう気分で進みたいと思う。

各発表に対する参加者の積極的な反応がのぞまれる。発表者本人への進言はもと

より,指導教官へのコメントなども,こ のシンポジウムにふさわしい意見の場として

歓迎 したい。
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